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'昭

和i'l1

年

一一

月

—.
1四
日
東
京
帝
大
経
済
学
部
教
授
会
の
：席
±
で
、
土
方 

摩
部
長
は
.梁

却

「

中
央
公
論j

誌
九
月
号
を
.と
：々
出
し
、，'

国
家
の
理
想」

、
と 

い
A
が
，如
き
論
文(

本
全
廉
第
一
八
卷
所
収)

を
書
べ
者
は
大
学
教
授
上
し
て 

の
資
格
あ
り
や
否
や
を
議
題
と
し
た
..
0
，当
時
戦
火
は
拡
大
す
.る
一
方
で
、
巷
は 

出
征
兵
士
.を
.送
る
旗Q.

被
に
あ
ふ
れ
、
骑
報
其
国
民
は
澈
狂
ム
て
い
た
。
そ
の 

時
こ
の
.論

次

は「

現
実
国
家
の
行
動
態
.
-̂
の
.混
迷
寸
る
時
、
崮
家
の
理
想
を
思 

い
、
現
実
国
家
の
狂
す
る
時
、
' 裡
想
の
国
家
を
思
ふ…

…
〗」

. 

'と
い
，ぅ
書
进
し 

で
'
理
想
に
ょ
る
現
実
册
判
の
必
要
を
力
説
し
、，「

虚
偽
宣
伝
め
横
行J

:「
価
値 

判
断
の
顚
倒」

「

胄
1#
の
抑
疋」

.を
批
判
し
.、〖

戦
争
政
滿
の
拋
棄
.と
財
政
負
担 

軽
減
に
ょ
る
民
衆
生
活
の
向
上
と
.自
由
，
平
和
こ
そ
国
家
の
埋
想
で
あ
石
、
と 

論
じ
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
学
の
内
外
で
急
転
直
下
展
開
し
，

一
一
一
月
一j

日
本 

全
集
の
著
者
矢
内
源
忠
雄
教
授
は
.辞
職
す
る
に
至
つ
た
。

元
来
著
者
矢
内
原
教
授
は
東
京
帝
犬
の
ド

イ

ツ

風

ア

ヵ

デミ
ズ

ム

と

は異
質 

.の
英
米
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
め
系
統
を
代
表
す
る
渐
渡
.戸
猫
造
教
授
の
後
継
者
と

.

.

^

1'

s

五
八)

し
"
て
植
民
政
策
講
座
を
担
当
し
て
い
た
。
：

4

者
者
o'

精
神
史
的
系
！||

と
し
て
三
つ 

を
.あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
5

旧
制
一
.高
の
校
長
新
渡
戸
稲
造
の
個
人
主 

義
®

‘，
人

格

的

德

：で

あ

；
っ
；
：て
、
ゼ

の

：間
の

%

情
は
箸
者
自
ら
の
手
で「

余
の 

尊
^

^

人
物
し
夂
岩
波
新
書
^

の
中
^

^

新
渡
ぞ
稲
夢
' 

の
中
に
こ
の
±
な
く 

養
し
く
提 
>

れ
て
.
い̂
.
''
-0

;著
渚
妒
生
涯
.
に
苴
.
0
七
愛
読
し
、
：.深
い
影
響
を
受
け 

た
ア
ダ
ム
ぃ
•

ス
i

ダ
の「

国
^

論
_
,ヾ
も
新
渡
戸
教
授
か
ち
学
ん
.
で
い
る
。
第
二 

に
、
；.吉
册
,

造
.
か
ち
.民
主
主
義
.
の
.歴
史
' V

帝

国

主

義

論

や

マ

，
ル

ク

ス

「

資

本

論」 

の
.

#

義
を
受
け
て
い
る
。
第
一
.

1.1

に
、
，内
村
鑑
三
か
ら
魂
の
輿
底
ま
で
た
.
た
.
き
こ
. 

•

れ
灸
無
教
会
的
キ
リ
ス
、ト
教
で
あ
る
。
近
我
日
本
思
想
史：

の
研
究
者
武
田
猜 

子
教
授
.
の
指
摘
.さ
れ
て
い
る
様
.に
、'.
箸
奪
の
.
精
神
構
造
は
、
新
渡
戸
稲
造
の
弟 

子
達
の
多
く
の
様
に
;

キ
リ
.
ス
ト
教
の
も
つ
M

ft
l

の
変
革
を
迫
る
き

び

し
さ
を 

受
け
と
め
る
こ
.
と
，の
な
.
い
ま
ま
に
，新

渡

戸

の

ク

エ
ー

力

ー̂

胄

容

性•
抱
_

.& 

の

裡

择

安

住

し

た

人

- AQ

多

様

性•
無

原

則性：：

ど

は

異

な

る

。

又
内
村
縴
ー

j

 i

か 

ら
価
値
の
根
本
的
変
革
と
い
う
決
定
的
影
響
を
.
ぅ
け
つ
.

つ
も
、
内
#
の
み
を
師 

と
し
た
人

ぃ々
に
往

M々

ら
れ
る
#

胄
§

&

,

独
善
性
に
.陥
っ
て
い
な
い
。

(

武 

田
清
子
編
，
'-
I

思
想
史
の
方
法
と
.
対
象一

•

日
本
と
西
欧
I

J

創
文
社
刊
.、

三
一
四 

丨
玉
.
頁
。.
な
お
次
内
原
忠
雄「

内
村
鑑
三
と
と
も
に」

東
大
出
版
会
刊
、
参
照
。

)

経
. 

済
学
的
に
は
'著
者
は
ア
ダ
ム
，
ス
ミ

ス
に
最
も
親
.
し
み
、
か
れ
か
ち
深
い
影
響 

を
う
け
た
.(

戦
後
に
は「

.
ア
ダ
ム
'.
ス
ミ
ス
の
会」

を
創
始
し
た)

し
、
マ
ル
ク
ス「

資 

本

論」
：
を
；
は
；
じ

め

レ
|
-
1
;
ン
：「

帝
国
主
義
論」

、
ヒ
ル
フ
：ア
ー
デ
ィ
ン
グ「

金
融 

資
本
蘼
：
汲
び
ボ
.
ブ
.
ス
ン「

帝
国
主
義
論

」

'
な
ど
を
理
論
的
武
器
と
し
て
駆
使 

し
ズ
滿
民
他
問
遛
を
分
析
し
た
。
.キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
者
が
マ
ル
ク
ス

経

済 

学
を
採
用
ム
得
る
か
它
い
う
問
題
は
当
時
論
議
さ
れ
た
が
、

' 

こ
れ
に
対
し
て
著

者

は
.「

マ
：ル>

ス
.主
義
と
キ
リ
ス
ト
教」

a

粒

：̂
版

•
.角

川

文

庫

版

，
•
'
本

全

集 

.I

六
巻
所
収)

に
ょ
，'0
て
自
ら
原
理
的
に
答
え
.

v

い
.る
が
、

そ
れ
以
土
.に
.著
者 

の
学
問
的
著
作
诌
体
のp

値

が

一

つ

の

_

上

 

'の
解
答
を
与
え
て
い
る
。
経
済 

学
部
の
高
野
門
下
の
同
僚
、：
特
に
大
内
兵
衡
氏
か
:̂
の
，
影

響

に
.；
つ.い
，.べ
は
、
大 

内
兵
衛
氏
の
^
私
め
履
歴
書
.1
-
.

(

黄
土
社
.
:-T
o)

；
 

.'r
n経
済
学
五
十
年」

で(

東
大
出
版
会 

.

刊 >
,
「

高
‘い
山」

：(

岩
波
書
店
-3
,
な
ど
に
最
も
美
七
い
友
情
の
文
字
を
も
っ
て 

記
さ
れ
て
い
る
。
 

' 
.
ヘ

ン

パ.

* 

.

. j  

一
：

.'. 

パ
.

.

バ

 

,

'「

植
民
.及
び
植
民
政
策」

(

全
集
第J

巻)

：
.は
出
版
当
時
か
ら
特
異
の
テ
キ
ス 

:

ト
と
し
て
.注
目
さ
れ
た
。

そ
れ
は
^
ず
植
民
地
統
か
策
な
い
し
技
術
で
は
な 

く
、
植
丧
と
い
ぅ
現
象
，が
何
故
お
こ
る

の
か
、
植
民
が
本
国
及
び
植
民
地
に
実 

.

.質
的
に
ど
の
：様
な
意
味
を
も
ち
;'
ど
の
.様
な
影
響
.を
与
え
る
の
，か
を
、
'統
治 

策

.
_原
住
者
保
護
政
策
.
:*
労
働
政
策
.，
土
地
政
策
:>
金
融
政
策
> 
産
業
政
.策
.，
 

財
.澈
政
策
の
各
方
面
か
ら
論
じ
、.

最
後
：に
そ
_れ
ら
を
實
ぬ
'-
<
原
理
=
,「

植
民
政 

策
.の
理
想」

と
し
て
植
民
地
.の
.自
注
独
立
の
地
位
の
認
こ
そ
T1
集
団
的
人
格 

y

の
尊
貴
.を
.尊
重
す
る
社
会
的
正
義
め
囊」

'で
'あ
，る
と
.し

、
：
へ

「

虐

げ

ら

る.?
>
も 

の
の
黹
放
、
.沈
.め
る
も
の
の
向
上
、
而

!,
.

て
自
生
；̂

众
る
も
の0

平
和
的
結 

合」

_こ
そ
人
類
.の
，過
，去

•
观
在
、
.未

来

を

通

：ず

る
':
#
望
で
あ
る
と
論
じ
.；、
'
か
.か 

る
正
義
と
平
和
の
保
障
は
：「

強
き
神
の
：子
不
朽
の
愛」

..
'
.
'

(

テ
ニ
ス
ン
;-
'
'ー
ィ
ン
.
メ 

モ
リ
ァ
汐)

に

ぁ

る

；と

断
;1
:
た

。.
こ

の

最

後

の.一
句
に
ょ
っ
て
著
者
は
.
L
 

.科
学
の
|
界
女
こ
え
た
上
屢
^
非
.
さ
れ
た
<0
^
か
し
：著
者
が
!:
.
'-1
©
;「

強
き 

神
.の午

.！：
：

へ
：の
熱
愛
と
確
狺
に
よ
つ
て
、
方
法
論
的
ぁ
ョ
リ
於
密
^
る
批
视
考

の
多
く
ょ
り
遙
.か

•{
■-
.-•

時
局」

に
対
し
戦
闘
的
:.
;非
妥
擦
的
で
あ
つ
た
と
い
う 

事
実
妹
否
定
出
^

^
，。
へ
：

:
.一.

.,.
':

.
,.
,

/

- 

初
期
の
論
文
集
.
.

「

榧
民
政
策
：の
新
基
.
P

:

.

(

全
集
第
ー
卷
2:
1
.九
頁
以
下)

.
 

.は

.い

:'
<
.'0
:か
，
の

诗

事

問

題

を

と

ら

立

:'
0
ク
、
そ
こ
に
帝
国
主
義
の
国
家
的
営
利 

S

義

•
搾
取f

支

配

.

.独
占
的
排
他
競
争
'©
撤

廃

，
止
揚
を
主
張
し
、
そ
れ
こ 

そ

「

植
民
政
策
.:'
:(
0新
基
調」

'だ
.と
論
じ
て
い
る
。
こ

の
論
文
集
中「

朝
鮮
產
米 

増
殖
計
画
：に
就
て」

，'及

び「

朝
:#
統
治
め
方
針
1-
の
如
き
は
著
者
め
学
問
の
特 

徵
が
最
も
顕
書
fe
あ
.ら
わ
れ
.て
い
る
論
文
で
あ
る
。
前
^
は
、
日
本
内
地
の
食 

糧
不
足
を
解
決
す
る
為
に
'
朝
鮮
で
米
を
'作
ら
せ
.ょ
う
と
し
た
政
策
が
、
現
実 

.
に
は
粗
栽
や
水f

費
そ
め
他
の
遺
幣
支
出
の
必
要
か
ら
。
朝
鮮
農
民
を
し
て
米 

t
赍
.
-°
て
外
米
や
満
州
粟
や
草
な
ど
の
劣
悪
な
食
糧
を
食
ベ
ざ
る
を
え
ざ
ら
し 

め
、.
'又
偾
務
：'の
為
士
她
を
手
離
.さ
ざ
る
を
得
ざ
ち
し
め
た
。
こ
う
し
て_

産
米
計 

画
は
嘲
鮮
農
民
_
:で

は

，な

く

、
，
多

く

内

地

人

の

'地

生

.

.
穀

物

商

人• 

m

s

s
 

者

、
土

地

改

良

業

者

 

>金
融
業
者
灸
ど
を
利
サ
名
結
果
と
.：な

0
た
の
.祀
、.
と
指 

摘
す
る
>
:後
者
は
、：
同
じ
大
•J
E
:
'
'
五
年
に
.：「

中
決
公
論J

.

誌
上
に
掲
載
さ
九
パ 

大
正c

年

独

立

万

馨

件

以

後

':
:
'
'
武

惭

警

察

政

治

を

：
改

め

.「

文
故
主
義」

が
と 

ら

れ

太

に

：
も

拘

ら

ず

、
大

正

：
：一
：
五
^

等

王

薨

去

を

機

：に

共

産

主

義

の

影

響

を

う
 

け

た

：民

族

運

動

が

遼

原

の

火

め

如

く

燃

ぇ

あ

が

つ

た

：
の

竹

、
，
日

本

資

本

主

蘼

.
の 

進

出

；に

ょ

る

朝

鮮

旧

社

会

の

^
|
:と
：
い::
:
5客
観
的
条
件
が
あ
つ
た
か
ら
だ
と
論 

じ
、
.

「

日
鮮
融
％
|-
^

存
|
ハ
栄」

：
が
空
語
で
な
い
众
ら
ば
、
資
本
主
栽
的
産
米 

:計

画

を

嘲

鮮

人

め

刺

益

：
に
：反

，せ

嚏

る

:«
に

聚

更

す

：べ

く

、
；

.又
朝
鮮
人
©
利
益
を 

最
:%
ょ

く

知

る

期

鮮

人

に

^
る
議
会
を
開
設
す
べ
身
を
主
張
.し
て
い
る
。
論
文 

朝

鮮

統

治

上

，
の

J.

一、
三
の
問
題」

'
'

(

全
集
第
四
卷
所
.収)

：は
、
箸
者
の
大
学
辞



.■
職
直
後
に
屏
表̂

れ
、
.合
湾
ヤ
南
洋
群
島
に
比
丄
，
：朝
鮮
統
：治
が
日
本
の
重
い 

財
政
負
担
掸
で'あ
る
.の
は
何
碌
で
あ
る
が
を
分
析
し
ー,\
.産
米
瑕
殖
埶
画
、
特
に̂
 

州
*
変
後
の
：軍
需
景
気
祀
刺
戟
さ
れ.た
資
本
主
義
大y

業
へ
の
保
護
窫
p
®c 

策V

日
本
語
に
よ
る
普
通
教
育

=

皇

民

化

教

育

な

ど

の

官

治

同

化

政

策

，；
こ
.
そ

そ 

9.

理
由
で
あ
る
と
し
、.し
が
も
こ
九
ら
：の
政
策
自#
〃か
、.朝
鮮
旧
社
会
を
解
体
.，
 

し
.貨
銀
.

％

働
者
を
創
出
し
、.

〗

社
食
主
義
滲
透
の
池
盤̂

つ
‘く
り
出
し
政
治
的
自 

覚
を
刺
戟
す
る
が
故
に
、
政
治
的
権
別
賦
与
の
拒
否
、

.
軍

漆

的

，
，警

察

的

監

視 

を
以
て
補
強
さ
れ
ざ
石
を
得
な
い
の
だ
を
論
じ
'た
。

こ
れ
ち
.の

論

」

文

：、
，
特

に
 

1

鮮
被
治
の
方
哲
-.
'
.は
学
術
灘
誌
尤
発
表
さ
れ
た0
.で
は
海
か
っ
た
た
め、
'
. 

当
時
朝
鮮
久
か
ら
少
か
ら
ず.感
激
と
感
謝
立
を
ル
て
報
い
ら
れ
、.

「

か
く
の
如 

き
立
場
よ
り
朝
鮮
問
題
を
論
ぜ
ら
れ
た
文
は
始
め
，て
で
あ
ろ
ぅ

」
(

五
..三
八
頁)

:. 

‘
と
.
Vわ
.れ
た
.
_朝
#
人
の
'
#政

は
.

「

時

期
-^
早」
：'
.
.

(
：こ
れ
：
は

政

治

家

の

常

用

す

る 

狡

猜

.な
；る
.遁

辞

で

あ

る

)

だ

と

い

^

若

槻

首

相

：'
の
.言

：に
：
対

し

て

.

「

.
鮮
に
^
っ.

て
見
よ
、
路
傍
の
右
悉
べ
_
由
を
卿
ぶ,1-
:と
反
#
し
'「
人

格

尊

蒼

.基
礎
せ 

ざ
る

取
存
共
栄
融
和
提
携
の
提
唱
は
弱
者
に
対
す
る
阿
片
で
あ
る
。
去
勢
で
■あ 

る
。
私
は
之
を
憎
む

」

•
と
さ
え
言
っ
て
い
る

(

七
四
〇
頁
、
七
四
ニ
頁

)
。
さ
れ 

ば
：
そ
総
督
府
丸
山
警
務
局
長
は
、

一
夜
帝
国
ホ
テ
ル
.に
著
者
を
招
き
懐
柔
の

態
度
に
出
て
、.皮
っ
て
著
者
に
皮
肉
ら
れ
た
と
い
：ぅ0；

.

.

.

.

.

. 

'
. 

.

.

.
•
- 

•
.

「

帝
国
主
義
下
の
台
湾
匕
全
集
第
ニ
卷
所
収

)

.
は
中
国
語
三
種
> 
ロ.
：
シ
，
ァ
語 

に
も
翻
訳
さ
れ̂

名
著
で
あ
る
。
台
湾
は
日
本
領
有
以
後
一
，般
的
に
見
て
、
悪

.- 

..:

.
ノ

 
-

 

•
. 

、
，
-
/
;
•

 

•
 

.
 
J
 

.

疫
は
減
少
^
、：
阿
片
の
漸
禁
も
次
第
に
効
果
を
あ
ら
わ
し
、，.蕃
害
も
殆
ん
ど
見 

ざ
る
.に
至
っ
た
。
交
通
取
引
の
安
章‘
藤
象
の
- ^
隆

•
教

育

の

.
普

及

も

清

国

時 

代
に
.比
し
進
歩
著
し
き
も.の
.が
あ
か
。
一
し
か
し
他
方
で
は
日
本
資
本
主
義
の
.進

:■
.

,
七

四

£
六
0)

出
:#
に

糖

業

大

資

本

の

進

出

に

ネ

る

甘

庶

麇

民

の

没

落

•

小
乍
人
又
は
農
業
労 

.
雇
者
化
：一
^
農
民
避
合
の
.発
展
一
^
民
族
運
動
-®
発

展

..を

齋

ら

し

た

こ

と

を

阜
 

事

：に

汾

哳

ル

、
ン

台

湾

統

治

亦

比

簌

的

戒

功

.で

ぁ

っ.た
.故

に

フ

そ

：：の

成

功

の

.办

彩 

に
応
ず
る
政
策
：を
当
然
^
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、T

世
界
植
民
地
中
稀
有
の
列 

に
.属
す
る」

極
端
な
る
総
督
の
制
警
察
政
治
、
日
本
人
に
ょ
る
公
職
•
企

業

，

.
高

等

教

育

の

：独

占

、

-H

地
没
収
を
批
判
し
た
。
.■そ

れ

故

.本

書

は

出

版

後

台

湾

に 

.て

.は
:-
^
売

禁

止.に
:-
*

っ
.た

，0
現

'%
'^
察
^

の
'著

者

は

；総

督

府

官

吏

.か

ら：「

台

湾
 

は

ノ

わ

れ

ゎ-̂
.が
^

水

流

し.
.て
：1
:生

懸

命.や
.
'
'
っ
.
.
'
て
.
'い\る
か
ら
委
せ
た
ま
え
.。.
.君

.は 

東

-^
へ

韻
:.
o「

て

講

義.を
.し

て
.，_
>れ

:̂
.い
.い」

.
‘と
.嫌
#
を
.い
^
れ
.た
と
.い

ぅ
。「

-̂

.州

問

題」

:>
'
-
«集

第
1
:
1
:
卷
>
.は
事g

後

の
.「

満

州

問

題

：
の

性

質

及

び

傾

向

の

学

問

.， 

的
認
識
並
が
に
批
判」

，
.で

-'
^
る
。
満
州
に
対
冲
る
y 

•英

•
米
の
進
出
の
動
き 

及
び
中
届
民
族
主
義
.の
■抵

抗

を

分

析

し

、
.
，
日

本

の

特

殊

権

益

を

守

る
^

特
に
軍 

^
が
#

-̂
-^
推
進
.し
；た
理
冉
を
明
ら
か
に
^

そ
も
そ
も
満
州
が
あ
^
わ
ル
’ 

い
る
程
パ
夥
住
她
-.
原

料

供

給

地

，
製
ロ

g

.m
場
及
び
投
資
地
と
し
て
取
^
^
レ 

:l
a
f
i
値
.は
，な
>
>
'
.
の
.
.た
ど
“論
、
じ

対

外

的

に

は

世

界

に

於

て

生

ず

る

戦

争

.の

.■危

険• 

圉
内
#

に
は
権
威
の
■無

視•：：

自
由
の
東
縛
を
犯
し
、
満
州
経
営
ょ
り
得
ら
れ
る 

利
^

に
^
あ
わ
ざ
る
多
額
の
財
政
嚷
担
を
敢
て
し
て
ま
で
満
㈣

^

題
を
固
守
尹 

石
の
は
.い
わ
.水

な

.#
尊
龙
と
-̂
厳
长
理
を
つ
：
'-
<
し
て
論
じ
て
い
る
。「

獲
た
.る 

利
益
幾
何
、
' 腹

成

し

；た

る
|
意
,

、

特

定^|
-
交

政

氟

と

そ

れ

に

用

い

ら

れ

た
 

手
段
の
価
値
を
後
代
の
，册
4 1
オ
べ
“き
現
実
尺
度
は
こ
_の
ー
一
つ
で
あ
る

」
(

第
一
一
巻 

六

一

八

頁
)

。「

満

州

国
''
#
:11
-
1-
.(

第

五

，卷

所

収

)

は
、
満
州
国
承
認
を
急
い
だ
の 

は
、
満
州
入
の
意
志
.で
は
な
く
、「

満
州
国
承
認
を
も
っ
と
も
要
望
し
こ
れ
に 

よ
っ
て
人
心
.̂
定
し
た
る
も
の
は
1_
バ
満
州
国
経
営
の
.揩
導
主
体
た
る
勢
力
こ

4

で
.あ
る」

と
.し
て
，
.関
來
軍
の
役
割
今
指
摘
し
て
*い
る
。
し
か
し
形
式
的
跟 

認
は
実
質
的
利
益
を
保
証
し
な
.い
の
だ
'か
ら
、「

今
や
宣
伝
の
魔
力
か
ら
さ
め 

て

堅

実

な

，判

断

に

出

」

る

べ

き

機

で

あ

り

、
'
こ

れ

以

上

の

軍

事

的

拡

大

を

非

と 

し
、'：「

民
堵
に
安
じ
.て
生
計
め
安
全
を
得」

、，「

財
政
の
®
難

を

，
増

す

事

な

き

事
 

を

願

わ

ざ

る

を

得

な
.い」

と
論
じ
て
い
る
。r

日
満
経
済
ブ
ロ
ッ
ク」

(

第
五
巻
所 

収)

は
元
来
民
族
自
決
_主

義

と

独

占

資

本

主

義

の

妥

協

形

態

だ

が

.
、
現

実

は

「

景 

贵

は
#
別

よ
■り」

.

.ど

.こ

.ろ
で
は
な
く
、
.日
.満

経

済.ゴ
口
ッ
.
.ク

.に

は

大

き

な

限

界 

が
あ
る
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。

「

大
陸
政
.策
の
再
建」

(

第
五
巻
所
収)

は
、
.
国 

際
速
盟
脱
退
-
日
独
防
共
協
定
締
結
は
明
白
に「

時
代
錯
誤
.«
-
セ
あ
り
、'-外
は 

英

•
米

，
ソ

中

国

と

協

調•

平
和
的
経
済
的
進
出
、
.内

に

は「

民
意
伸
暢
‘
 

負
担
軽
減
の
.大
道」

.を
歩
む
こ
と
が「

政
策
進
展
の
歴
史
的
遲
動
法
1|
]

の

命

ず
 

石
結
論」

で
あ
;̂
.と
す
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
満
鉄
総
裁
松
岡
洋
右
は「

満
州
移
民 

は
だ
め
だ
と
い
ぅ
大
学
教
授
が
あ
る
*-
-
と
憤
簿
を
も
ら
し
、；
東
大
：の
配
属
将
校 

は

「

矢
内
原
■の
満
洲
問
題
の
講
韻
を
聽
く
な」

と
い
0
た
の
.で
.あ
る
。
右
の 

「

帝

国

主

義

下

の

：台

湾

」

と
.，

「

満
洲
問
題J

.

は
昭
和
一
三
年
に
'5
局
0
内

意 

に
よ
り
自
発
的
休
版」

せ
し
め
ら
れ
た
。
 

， 

「

南
洋
群
島
め
研
究」

.(

第
三
巻
所
収)

は
太
平
洋
，問
題
調
座
会
の
委
嘱
に
よ 

る
調
査
研
究
で
、
英
文
で
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。.
日
本
植
民
地
中
文
化
程
度
と 

経
済
的
価
値
の
低
い
南
洋
群
鳥
の
民
孩
的
旧
慣
が
日
本
の
領
有
に
よ
っ
て
ど
の 

様
に
崩
壊
し
た
か
を
経
済
.学

♦
社
会
学
、
，民
俗
学
'な
ど
の
戎
果
を
ふ
ま
え
つ 

つ
，，自
ら
の
精
密
力
現
地
調
査
に
よ
っ
て
分
析
し
：た
％

の
で
あ
る
':
0委
任
統
治
制 

度
は
当
時
の
植
呙
她
統
.治
方
式
と
し
て
'は
最
''%
弊
害
の
少
な
い
.制
度
だ
と
し
、
.
 

:
0本
の
委
任
統
治
は
大
体
に
於
て
戚
动
L-
て
い
る
と
身
て
い
る
。
た
ヾ」

し
満
W 

:.
書

.

：

評
.
.
.

事
変
似
後
南
洋
群
島
を
_

「

海
の
生
命
線」

：と
し
_て
建
設
し
つ
.つ
あ
る
諸
施
設
が
、
 

..
軍
事
的
な
も
の
に
な
る
か
否
か
は「

日
米
両
国
が
太
平
洋
の
平
和
.尊
重

に

就 

て

抱

く

国

策

」

の

問

題

だ

，と
1
、；
委
任
統
治
の
条
項
に
違
反
せ
ず
に
、
南
洋
群 

島
'を
軍
事
化
す
る
こ
と
な
く
、
島
民
福
祉
の
増
進
に
貢
献
す
る
か
否
か
が
受
託 

者
'の
，

「

神
聖
な
.る
使
命」

'
の
テ
ス
ト
だ
と
L
て
，い
る
。「

植
民
政
策
よ
り
見
た 

.
る
委
任
統
治
制
度」

.

(

第
四
巻
所
収)

は
一
般
論
、「

南
洋
委
任
統
治
論」

S

五 

巻
所
収)

，
は
蠟
山
政
道
氏
の
論
文
を
批
判
し
、
氏
め
い
，わ
ゆ
る「

新
南
洋
政
策」 

は
国
際
連
盟
を
.利
用
し
て
の
帝
国
主
義
に
す
ぎ
ぬ
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る 

，(

一
四
.
.丨
一
四
六
頁)

。
_

「

湳

洋

群

島

の

研

究

」
「

南

洋

群

島

視

察

談

」
「

南

洋

群 

島
の
盤
揞
1-「

南
洋
群
島
民
の
激
育
に
就
て」

h
い
ず
れ
も
第
五
巻
所
収)

は
派
生 

的
論
文
で
あ
る
。
だ
が
本
書
出
版
後
八
年
に
し
て
南
洋
群
島
は
日
米
両
軍
の
最 

.大
の
激
戦
地
の一

つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
著
者
め
愛
し
た
学
生
の
一
人
も
南 

.海
の
孤
島
.の
と
.あ
る
'±
樹
の
下
に
-|
右
の
頰
を
打
た
れ
て
.
.左
の
頰
を
も
差
出
し」 

て
葬
ら
.れ
た
の
で
本
る
。

:

'.「

席
国
主
義
下
の
印
度
卜
荃
集
第
三
卷
所
収)

に
よ
れ
ば
、
印
度
農
民
の
甚 

だ
し
い
貧
困
.T

無
学
.？
多
死
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
印
度
の
貧
困
と 

.無
智
に
対
t

て
英
国
の
統
治
は
.果
し
て
ど
の
様
な
責
任
が
あ
る
か
。「

日
本
人 

が
如
何
に
'愛
国
心
f

っ
+て
自
ら
贪
奮
努
カ
し
、
近
代
的
，社
会
と
し
て
の
進
歩 

'を
為
し
遂
げ
.，
た

か

」

.
、
：

(

ダ

ー

リ

夕

ダ

)

に
対
し
て
.、
,「

印
度
人
の
無
自
覚
..保
守 

性」

こ
そ
批
難
さ
る
べ
き
も
の(

ノ
1
ル
ズ
女
史
、
グ
ン
ス
テ
ィ
女
史)

で
あ
る 

が
。：
否
丨
第
ー
次
大
戦
を
機
に
印
度
内
部
の
.：綿
業
^
勃
興
、
，
民
族
運
動
の
興 

起
と
そ
-'
o
急
進
化
に
対
し
：て
英
国
は
統
治
方
式
の
自
希
領
化
を
以
て
览
じ
た
。
.
 

鉄
道
建
設
も
車
事
的
性
格
を
も
ち
、
貨
幣
制
度
^
印
度
資
本
主
義
に
対
し
て
よ

.七

五

.(

ニ
，六一

)



り
英
国
資
本
主
義
に
極
力
有
利
に
転
換
せ
し
め
ら
れ
.た
：'0
荚

国

は

善

政4:「

恩 

恵」
.；を
'お
し
：つ
け
印
度
人
：の
自
主
性
を
極
力
認
め
ざ
る
に
努
め
.衣

。
，
産

業

政

策
 

に
閼
じ
て
も
印
度
.を
捕
，花

•
黄

麻

及

び

右

炭

め

如

.き

輸

出

用

原

料

生

産

地

に

本
 

.し

止

，め.、.
英
国
工
業
製
品
の
輸
出
市
場
と
す
る
.に
努
め
た
。:

今
世
紀
に
入
っ
て 

か
ら
.は
印
度
工
業
の
興
隆
：に
対
し
て
英
国
は
支
配
方
式
を
変
更
し
て
技
術
的
， 

経
営
的
：-
資
本
的
に
帝
国
主
義
的
支
配
を
継
続
す
る
に
努
め
て
い
る
。
印
度
の 

貧
困
と
無
智
は
古
来
の
：印
度
村
落
社
会
の
上
に
外
来
の
資
本
主
義
が
重
ね
ら
れ 

て
甚
だ
し
,<
矛
盾
せ
る
一
：一
重
の
植
民
地
型
経
済
構
造
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
多 

ベ
因
る
事
は
明
'自
：で
あ
る
。.
.併

し

：、
：.
外

来

資

本

主

義

自

体

は

在

来

社

会

を

そ

れ
 

な
り
に
破
壞
す
る
.が
.故
に
、
.か
：か
る
状
機
に
永
久
に
固
定
化
す
る
事
'は
出
来
な 

い
。
.
.農
業
の
国
際
商
品
化
，
.村

落

手

工

業

：の

没

落

，
資

本

主

義

的

工

業

及

び

労
 

.働
者
階
級
.の
生
成
-̂
背

景

と

す.る
印
度
民
族
運
動
.は
.必

然

的

に

内

部

矛

盾

を

激
 

化
す
る
が
、
.ガ
ン
ジ
ー
か
ら
.
ネ

ー

ル
へ
の
指
導
権
の
移
行
は
印
度
.の
民
族
運
動 

の
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
.る
ノ
併
し
、.：
社
会
の
底
逛
を
な
す
農
村
及
び
操
民
の 

社
会
生
活
並
び
に
生
産
関
係
は
近
代
化
さ
れ
ず
、
英
国
統
治
以
前
と
大
差
な
し 

と

さ

れ

、

こ

れ

は

英

国

植

民

政

策

、
の
：

.結
果
と
し
て
：考
え
ら
石
ベ
：•き
.
.一：
.
面

を

含
 

む
、
と
論
ず
るC

六
三
六
丄
ハ
五
〇
頁
、
特
に
六
；四
<
頁
>
。

第

ニ

次

大

戦

後

の

’農
 

地
改
革
さ
え
梃
め
て
不
微
底
で
あ
：る
i

た
.と

え

ば

，
大

和

甶

啓

気

編

.

「

ア

ジ

ア 

の
土
地
改
革」

.

C

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
刊)

な
ど
，を

''
次
.の
如
き
西
洋
経
済
史
研
究
、
 

高
橋
幸
八
郎「

地
主
的
土
地
所
有
と
商
品
生
産」

^
河
出
書
房
新
社
、
大
学
ゼ
ミ 

ナ
ー
.ル
.双

書「

経

済

.*
学
論
集J:

巻
頭
論
文)

及
び
.高

橘

幸

八

郎

：「

比

較

経

済

史
 

的
に
見
た
る
明
治
維
新
：の
‘農
業卩

+
!

地
問
題」

.

(「

西
洋
経
.済
^
•
.思
想
史
研
究」

.
 

創
文
社
刊
所
収)

、.
高
橋
幸
八
郎
.

「

市
民
革
命
の
構
造J

,
(

お
茶
の
水
書
房
刊)

へ
と
.

七

六

C 

ニ六
ニ)

此
較
せ
よ
。
1

事

：は

印

度

の.

「

ア

ジ

ア

的

停

滞

胜

」：

か

ら

の

解

放

の

容

易

な
 

ち

ざ

：る

事

を
.示

し

てf

り
あ
る
。
帝
国
主
義
的
植
民
政
策
の
傷
痕
は
そ
れ
程
に 

深
.い
：.の
..で
あ
る
。
以
上
弟
書
は
戦
前
：の
印
度
研
究
の
最
も
吁
ぐ
れ
た
水
準
を
示 

す
も
の
で
あ
--
0
た
が
、附
録
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る「

ア
ィ
ル
ラ
ン
ド
問
題
の 

沿
革」

も
同
.

1 ,

の
分
析
方
法
に
.よ

0
て
居
る
論
文
でr

今

、日

で

も

経

済

史

的

研

究
 

A
J
L
"
て
広
べ
刺
用
さ
れ
て
い
る
殆
ん
..ど
.唯
一
の
邦
語
文
献
で
あ
る
。
-■
«憐
む
べ
.
 

し

，'
f

ル
ラ
ン
ド
人
\
マ
地
代
か
く
の
如
く
高
く
、
，産
業
か
く
の
如
く
阻
止 

せ
ち
れ
、
土
地
集
中
か
く
行
わ
れ
、
.追
立
て
>
 
く
励
行
せ
ら
れ
る
の
で
は
、
如 

.何
に
彼
^
が
人
口
を
制
限
し
て
も
.尚
常
に
.人
ロ
'過
剰
に
苦
し
ん
だ
で
あ
ろ
ぅ」

.(

六
七
六
頁)

:'
°
1

大
不
作
.
.大
饑
饉
.-
!
農
民
暴
動
> 
人
口
大
流
出
、
而
し
て
ィ
ギ 

リ
ス
が
ア
ィ
ル
.ラ
ン
ド
に
ド
ミ
二
オ
ン
の
地
位
を
与
え
た
の
はr

搾
取
の
完
了 

•し
た
.

」i:

後
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
:0
因
み
に
こ
の
論
文
を
含
む
著
書「

帝
国 

主
義
下
の
印
度」

は
教
撰
時
代
の
最
後
の
著
書
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
む 

し
ろ
研
究
生
活
の
前
半
期
に
属
す
.る
。
：

,.
:
.著
者
0'「

人
口
問
題J

.

に
関
す
.る
論
者
は
数
多
く
、.
独
立
の
阜
行
本
と
し
て 

の

1-
人

ロ

問

題

」

：(

全

集

第

一

，
一

巻

v

丨
ー
七
.五
頁)

、

論

文

集「

帝
国
主
義
研
究」 

S

集
第
四
.巻
所
収)

:中

の

「

人
口
問
題」

：(

I

I四
九
頁)

の
外
、「

時
論
と
し
て 

の

人

：
ロ

問#

'<
5'

「

入
ロ
問
題」

'「

人
ロ
問
題
と
移
民」

「

各
国
の
移
民
政
策
ド「

人 

ロ
問
題
と
移
植
民
J
V
.

(

.い
ず
れ
も
全
集
第
四
卷
所
収)

な
ど
を
あ
げ
る
事
が
出
来 

る
:0

著
者
の
：

「

人
口
問
題J

の
理
解
の
仕
方
は
.ほ
ぼ
マ
ル
ク

ス
，，
の

相

対

的

過

剰 

八
：ロ

論

に

立

つ

て
.い
：
る

が;'
'

マ
.ル
サ
ス
の
--
.人
.ロ
論J

を
も
捨
て
て
は
い
な
い
。
 

「

食
糧
不
足」
：.は
資
本
主
義
発
展
め
結
果
で
あ
り
、食
糧
生
産
は
植
民
地
.な
ど
に 

移
行
す
る
傾
向
が
あ
り
、
食
粮
不
足
は
人
ロ
.問
題
.の
中
心
問
題
で
は
な
ぃ
。
傘

擀

を

購

ぅ

べ

き

所

得

、
：
-所

得

の

源

康

た

る

{±
:
泰

0-
本

见

，
欠
乏
が
む
し
ろ
31
-
実 

的
恐
怖
の
本
体
で
あ
る
。
失
業
の
.原
因
は
人
‘ロ
"の
側
ょ
り
は
事
業
即
ち
経
済組

.. 

織
の
侧
に
あ
る
。
こ
の
相
対
的
過
剰
人
口
は
資
本
主
義
経
済
の
必
然
で
あ
る
が 

故
に
、
種
々
の
社
会
政
策
•
人
口
抑
制
•
產
業
立
国•

生
活
程
度
の
引
下
げ
な 

ど
.は
®:
本
的
解
汍
策
で
は
な
い
、0
階
級
的
貧
富
の
問
題
は
社
会
制
度
の
改
革
に 

ょ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
°:
而
し
て
社
会
办
改
革
は
個
人
の
自
覚
的
道
徽
的
費
任
に
ょ 

っ
て
支
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
国
の
人
口
問
題
の
解
決
ば
国
際
的
に
非
ざ
れ 

ば
解
決
出
来
ぬ
。:-
こ
の
国
際
的
解
決
は
有
力
国
の
地
球
独
占
政
策
に
.対
ず
る
戦 

争
に
ょ
P
て
は
行
：い
；え
；な
ぃ
,
こ
の
解
決
は
そ
の
困
離
さ
を
雉
る
新
だ
な
平 

和
的
合
理
的
■
.

際
管
理
な
く
し
て
行
.ぃ
え
ぬ
だ
ろ
ヶ
、
と
す
な
。一
著
者
の
.
T
ル 

サ
ス
弁
證
論
は
富
な
い
し
生
薛
費
料
量
の
外
粋
と
し
て
の
自
然
法
則
の
m

E 

と
'、
.最
良
の
意
味
に
お
け
る
自
覚
せ
る
個
入
.の
人
格
的
.
社
会
的
.
V積
極
的
責 

任
と
い
ぅ11

点

(

第
|
ー
卷
：|
'六

--
.頁
.、.
ー
：：七

丑

真

、
第

四

卷

一

九
{
三
六
直
な
ど)

ノ 

で
あ
る
と
.思

わ

れ

、

著

者

自

ら

一

「

人

ロ

問

題'の
詭
解
に
於
て
必
ず
し
.も
マ
ル
サ 

ス
と.1

致
せ
ざ
各
琪
，は
本
書
の
叙
波
呤
ょ
：り
知
ら
れ
た
1で

あ

ろ

タ

」

厂(

第

ニ

卷 

一
七
四
頁)

と

明

言',さ
れ
て
い
る
が
、

..
'
マ
ル
,
1<
を
現
代
に
於
て
も
若
干
の
点 

で
生
か
さ
ん
と
す
る
著
者
の
努
力
が
、

マ
ル
サ
ス
の
理
論
の
構
造
あ
を
い
ば
主 

観
的
意
図
及
び
客
観
的
役
割
と
ど
■の
様
な
関
係
に
立
.つ
か
は
嘗
て
学
界
で
論
ぜ
，
 

ら
れ
た
し
、
：
又
現
在
：で

-%
論
ぜ
ら
れ
て
然
る
べ
：ぎ
で
あ
ろ
¥
。

「

大
陸
経
営
と 

移
植
民
教
育」

•

(

全

集

第

：五

巻

所

収

)

は

日

本

人•栘

民

は「

兵

士

，
の

出

g
j

と

は 

異

な

る

の

だ

，か

ら

，

.、
国
際
的
な
精
神
と
糝
住「

地

を「

家
.郷
と
し
花
園
と
.じ
;̂n

 

と
な
す」

.
人
間
的
精
神
を
必
要
と
す
る
ど
論
1:
、
.優
れ
た
指
導
者
の
.養
成
の
必 

要
を
説
ぃ
て
ぃ
る
。」

* 

•

:
,
:

支
那
問
題
の
所
往」

.

.
{全
集
第
盼
卷
所
収)
，
は
昭
和I 

ニ
年
二
月
■

「

中
央
公 

論
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
。
西
安
事
件
以
後
，
蔣
||
;浙

：ル

財

閥

は

英

米

仏

の

_支 

持
を
.う
け
つ
'o'
>

旧
東
北
軍
を
中
央
車
に
吸
収
し
、ヽ

国
共
軍
事
行
動
の
'中
止
に 

よ
り
抗
日
.の
強
化
を
打
出
し
：て
.民
族
国
家
的
統
一
の
道
を
迎
り
始
め
た
。
蔣
介 

石
の
代
表
す
る
南
京
政
府
は
単
な
る
地
方
軍
閥
.で
は
な
く
、
.中
央
集
権
国
家
形 

成
の
途
上
に
あ
る
政
権
で
あ
っ
て
、
そ
の
財
政
的
基
礎
を
な
す
浙
江
財
閥
は
英 

米
仏
と
資
本
関
係
沆
比
較
的
濃
厚
セ
あ
り
、
.封
建
性
.
買
弁
'性

•
門
閥
性
を
有 

す
る
。ぃ
中
国
社
会
自
体
も
多
分
•に
卦
建
的
性
質
を
残
存
し
、
列
強
の
商
品
及
び 

投
資
市
場
で
お
る
と
と
も
に
領
土
的
政
治
的
支
配
干
渉
を
受
け
て
い
る
と
い
う 

意
味
で
取
植
民
地
で
あ
る
が
、
そ
の
様
な
経
済
的
地
位
自
体
が
，「

封
建
的
富
を 

，ば

近

代

的

資

本

に

転

化

し

、
'
封

建

的

地

主

•
買
弁

(

商
人
資
本
家
>
’
.並
び
に
.高 

利
貸
を
ば
近
代
的
な
る
土
着
資
本
家
に
転
化
せ
し
め
る」

.(

三
.三
'四
頁)

。

そ
し 

て
か
.か
る
±
着
資
本
.を
中
心
.に
し
：.て
国
家
的
統
一
が
行
わ
：れ
つ
つ
あ
る
と
見
る 

べ
き
い
く
つ
か
ひ
指
標
が
あ
る
.ス

三

三

五

丨

三

四

〇

頁

)

。
そ
れ
故
に
、

「

こ
の
民 

族
国
家
：

i
l
.

を
是
認
し
こ
れ
を
援
助
す
る
政
策
.の
：み
.が
.、

支
那
を
胁
け
、

日 

本
を
助
げ
、
虫
洋
の
平
和
を
助
く
る
も
，の
で
あ
る
.

j 

;ーー|

§

5

と
し
、

「

日 

支
国
交
整
調
の
一
大
鉄
則
ゆ
こ
：れ
で
お
り
、
又
、
こ
れ
以
外
に
は
あ
り
得
な
い

」

.

fi
-
頁)

と
論
じ
た
。
新
島
淳
良
氏
ば
最
近t

矢
内
原
氏
：が
こ
の
見
解(r

蔣
政
権 

が

.

『

近
^§

資
本』

t

そ
れ
は
浙
江
財
閥
を
撥
し
て
い
る〕

の
上
に
立
っ
て
い
る
と 

い
う」

こ
と
-
l
g
:
■
■

弓
用
者)

に
よ
ら
て
批
判
七
よ
う
と
し
た
の
は
、

主
と
し
て 

『

翁
翼
的』

な
^
解—

申
_
を
前
罾
ポ
主
義
社
会
で
‘封
建
的
軍
閥
割
拠
の
単 

な
る
地
域
と
-み
て
、
そ
の
'「

近
代
的
統
.ー：国
家」

で
あ
る
こ
と
を
否
定
1>
、
中 

国
優
略
を
合
理
化
す
る
I

で
あ
っ
た
。
矢
内
原
氏
の
_

題

が

ら

す

：れ

ば

、
.
浙

.
七

七(

ニ

六
=
ー

)

書

評



一
江
財
閥
や
蔣
政
権
を『

近
代』

と
評
価
す
る
て
と
で
、
軍
国
主
義
批
判
が
可
能 

だ
っ
た
の
で
知
る
^

::
-
"と
論
じ
て
©■
：
ら
れ
る)(「

思
想」

.
' 一.九
六
三
年
--
.

T

月
号
.

I
:

一
 

ハO

七
頁)
一。
#

政
權
及
び
瓶
江
財
閥
.の
*
史g

性
格i

l
^

に
つ
い
で
''
:
:

「

1
代
：1ー
性 

:

を
強
調
す
ー
る
こ
と
は
論
議
の
余
地
が
あ
石
と
思
5-
.が
,
と
办
論
文
吖
故
心
は
;'
: 

昭
和 

一.，.
.ニ
年
と
い
y
時
点
.で
：.日
本
の
'軍
国
主
義
を
^'
判
.し
た
と
.
.
.
い
.
.
.
ぅ
点
.
.に
.あ 

.る
。：

.:
«

民
地
再
分
割
問
題」

と
題
す
S

4
0:
,の

論
文(

何
れ
も
全
集
第
四
卷
所 

収)

：は
ィ
タ
リ
ア
の
ー
チ
ホ
ビ
ア
征
服
.
•

K
ィ
ッ
の
苒
軍
備
と
.植
民
地
恢
復
'の 

要
來
■•
/
,日
本
の
満
州
寐
変
の
生
起
す
る
国
際
的
必
然
性
を
第
：
次
大
戦
.の
結
末 

に
求
め
"」

.植
民
地
再
分
割
要
求
の
.平
和
的
‘
合
理
的
方
法
を
求
め
て
■い
る
。

..
 

「

南
洋
政
策
を
論
ず」

：
’

(

第
五
卷
所
収)

は
白
本
の
東
南
ア
ジ.

ア

，に
対
す
る
伝
钸 

的
な
平
和
的
進
出
政
策
が
昭
和
七
年
頃
が
^
顕
著
に
^

っ

て

来

た

が

、
.
：
日

本

海 

軍

が
'そ
の
背
後
に
あ
っ
て
武
カ
進
出
に
転
化
し
て
は
が
ら
ぬ
と
論
じ
：て
い
る
。
- - 

奚
国
対
支
政
策
の
.経
済
的
根
拠」

■及
び
：「

太
平
洋
：の
平
和A

J

英
国」

〈

と
.も
：に 

全
紙
第
四
卷
所
於)

.

.ば
辕
州
•
新
西
蘭
及
び
力
f
ダ

な

ど

の

自

治

領

を
■%
■
含

め 

て
，英
帝
国
0-
経
済
的
利
害
関
係
を
分
析
し
、
英
国
の
#'
'
中
国
利
害
関
係
は
.：

「

生 

命
線」

視
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
日
本
が
更
に
乾
事
^

iii
'
を
試
み
る 

と
き
、
英
帝
国
と
の
武
力
鳅
突
は
避
け
ら
れ
ぬ
こ
と
、
中
国
に
関
す
る
利u

n
関 

係
は
寧
ろ
日
米
間
に
あ
；
こ
と
を
指
摘
し
、
太
平
洋
.に
お
け
る
戦
争
.は
^
へ」

を 

行
け
ば
、
ど
こ
で
起
る
か
を
示
し
て
い
る
。.

. 

'

.

.
: 

:

-
.
.
. 

.

.

.

.

_

三
'

.
'著
者
の
学
問
論
は
全
集
中
に
別
に
ニ
卷(

第
一
一
一
•
一一一一'巻)

.
k
あ
て
，ら
れ 

て_
>

る
が
、.
経
済
学
関
係
の
第
五
巻
の
中
に
.
.も
学
問
論
系
列
の
興
味
あ
，る
文

. 

七

八
0
1六
四)

-

• 

.

章
を
見
出
し
得
る
：9

「

ィ
ン
フ
レ
' 

-

-ョ
么
論
と
統
制
経
済
^IJ...

中
に
、「r

建 

:
設
的i,'

^.
仕
事
は
、
権
力
者
と
共
で
:̂
'
け
れ
ば
な
ず
事
が
出
ま
な
い
。.
批
^g. 

な
見
解
を
有
す
る
も
：の
：に
对
1-
.
;て
は
、
.權
ガ
者
は
こ
れ
を
段
ダ
避
げ
る
：の
で
あ 

る

。

丨

，：
，
：
ン
：
学

者

蘇

も

し

.常

に『

建

設

的』

.
'で

な

け

れ

ば

な

ら

.な

い

と

す

れ 

ば
.、

学

問

ほ

常

に
_
力

の

配

下

ね*:
ち
.、
'権

丸

の

，
顧

問

又

は

補

助

者

た

ら

ざ

る
 

を̂
得
な
い
。
.そ
0
に
学
問
と
し
；て
の
、
.：従

？
て
学
者
と
し
て
の
㈣
の
権
威
が
認 

め
.ら
れ
る」

か
ぐ
満
州
#
変
以
来(

内
外
の
情
^.
の
下
に
如
何
に
多
く
：の
学
者
が 

『

建
設
的
^
方
衩
に
走
り
、
，権
カ
者
の
.要
求
す
る
曲
譜
に
.
.従

0
て
、
笛
太
鼓
を 

鳴

ら

ム

た

か

ヴ

学

問

の

名

に

：
お
い
：

V
.

私
は
、:

我
国
学
界
及
び
評
論
界
の
.余
り
に 

.
*
"
建
課
的』

-'
な
ら
.ざ
^
ん
：事

を

希

望

ず

：る
：

」
(

昭
和
八
年)

。

「

満
州
事
変
以
来」 

に
は
今
日
も
含
ま
ft
る
。

又
パ「

経
済
学
の
貧
困」

(

三
'九
〇
丨一.

頁) 

' に
於
て 

霊
魂
の
：問
題
、
べ
従
っ
.て
人
心
.の
平
和
直
1 '
の
問
題
に
関
し
て 

は
、.
経
资
学
は
貧
困
で
あ
る
。

」

.

.こ

こ

に

省

略

し

た

前

^ '
は

最

も

痛

烈

な

学

者
 

す

)

批
判
で
あ
る
。「

吾
人
は
完
成
せ
る
漫
談
学
問
ょ
り
も
研
究
心
に
畠
え
学 

問
的
良
心
の
鋭
き
勉
学
に
労
苦
せ
る
未
完
成
.の
作
品
を
ば
重
ん
ず
る
も
の
で
あ 

.

.る」
(

四

，

一.

七
頁)

。
ま
た
大
内
兵
衛
氏
の
訳
業
ア
ダ
ム
«.
ス
ミ
ズ「

国
富
論」

へ
及 

び
Vへ
ッ
デ
ィ
：「

政
治
算
術」

，
に
対
す
る
書
評(

四
四
0
丨
四
五
〇
頁)

の
如
き

は
学
問
愛
と
友
倩
の
結
晶
と
も
い
ぅ
べ
き
：か

:9
.

.

:

,

-

'
.
.
.
.
. 

: 

.

■

 

-

-「  

，'

B

本
全
集
は
全
一
一
七
巻
か
ら
成
り
、
右
に
紹
介
し
た
経
済
学
関
係
の
五
巻 

の
外
、
.第
六
-7
一
三
巻
は
著
者
の
主
と
し
て
大
学
辞
職
以
後
に
行
っ
た
聖
書
講 

義
、
第
一
四
丨一.' 

六
卷
は
甚
督
教
に
関
す
る
論
文
で
あ
る
。
著
者
は
職
業
的•

専
門
的
聖
書
学
者
で
は
な
い
ど
こ
ろ
か
、そ
ぅ
な
る
こ
と
を
い
と
わ
れ
た
。聖
書 

の
専
門
的
研
究
な
ら
ば
む
し
ろ
他
に
人
を
求
む
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。
こ
れ
ら
一
一 

巻
の
特
色
は
マ
ッ
ク
ス
.
ゥ
H

I
パ
I
の
い
わ
ゆ
る
世
俗
办
に
於
务
を
も
っ
て 

「

祈
り
か
つ
働」

い
た
人
間
の
深
い
内
面
の
記
録
で
あ
り
弁
証
で
あ
る
。
又
そ
れ 

は
経
済
学
上
の
労
作
と
内
的
に
深
い
関
連=

相
n

関
係
に
立
っ
て
い
た
。
.
 

「

私
の
信
仰
と
学
問
は
一
つ
と
か
っ
.て
時
局
に
対
立
し
た」

と
自
ら
語
っ
て
い 

る
。
第
一
七
巻
は
個
人
雑
誌「

通
信」

及
び「

嘉
信J

、

雑

誌

「

独
立」

及

び

「

東 

京
独
立
新
聞」

に
掲
載
さ
れ
た
厳
し
さ
と
慰
藉
に
満
ち
た
短
文
、
第
一
八
丨 

,

ニ
〇
卷
は
時
論
、
一
八
巻
の
如
き
は
著
者
の
大
学
辞
職
の
原
因
と
な
っ
た
、か
の 

「

国
家
の
理
想」

.や
、
昭
和
十
二
年
十
月
一
日「

今
日
は
、
虚

の

世

に

於

，て
、
 

.我
々
の
か
く
も
愛
し
た
‘る
日
本
の
国
の
理
想
、
或
は
理
想
を
失
っ
た
る
日
本
の 

葬
り
の
席
で
あ
り
.ま
す
。…

：…
…
.

若
し
私
の
申
し
た
こ
と
が
御
解
り
に
な
っ 

た
な
ら
ば
、
.日
本
の
理
想
を
生
か
す
為
め
に
、

一
先
づ
此
の
国
•を
葬
っ
て
下
さ 

い」

と
述
べ
た
日
比
谷
市
政
講
堂
に
於
け
る
講
演「

神
の
国」

を
含
む
。
.ま
た 

発
売
禁
止
と
な
り
、
起
訴
の
材
料
と
な
る
か
に
思
わ
れ
.た
著
書

「

民
族
と
平 

和」
(

同
卷
所
収)

は
、
か
の
蓑
田
陶
喜
ら
が
狂
気
の
如
く
指
弾
し
た
る
論
文 

「

真
理
と
戦
争」

、

天
皇
は
神
に
.非
ざ
る
こ
と
を
弁
証
し
た
論
文「

日
本
精
# 

の
懐
古
的
と
前
進
的」

(

昭
和
八
年)

、
ま
た
時
局
と
主
義
か
ら
の
学
問
の
自
由
、
.

 

批
判
，的

•

戦
闘
的
精
神
钇
強
調
し
た
講
腐
：

「

非
常
時
の
学
問j 

(

昭
和
九
年)

> 

真
理
探
求
者
の
寛
容
と
.、へ
真
理
を
ロ
.
.に
す
る
者
め
特
別
の
8'
於
を
語
0:
^
:

「

真
.
 

理
.に
つ
い
て
し)

’

(

昭
和」
r

年)

な

ど

を

含

む

。

:'
'
第

二
 t

卷
ぼ
学
問
論
大
^1

、.' 

第
一
3
 

•ニ
.哀
卷
.は

「

余
の
尊
敬
す
る
入
‘觀
：

j

正
続
T
S.
.や
内
村
襤
H
論
な
ど

を
含
む
。
筆
考
は
経
済
学
関
係
書
と
不
可
分
.の
関
連
_で
書
か
れ
相
3:
に
内
的
に

.

.

.

.

.

.

.

. 

: 

. 

•

.
 

.

.

.

.
 

.

.

.

.

. 

.

.

.
 

.

.

.
-

■

書

評

 

' 

. 

. 

-

;■
•

、
.

昂
揚
規
定
し
あ
っ
た
こ
れ
ら
諸
篇
を
あ
わ
せ
読
む
必
要
を
特
に
強

調

し

た

い

。

㈡

著
者
の
経
済
学
の
展
開
は
、
開
拓
期
の
学
者
達
が
す
べ
て
そ
う
で
あ
っ 

た
よ
う
に
、
自
学
自
習
と
相
互
討
論
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
に 

最
も
多
く
影
響
を
与
え
た
の
は
、
申
す
迄
も
な
く
ァ
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
と
マ
ル
ク 

ス
で
あ
る
。
著
者
の
分
析
の
手
法
の
原
型
は
既
に「

植
民
及
び
植
民
政
策」

で 

明
確
な
形
を
と
っ
て
居
り
、
以
後
の
相
次
ぐ
労
作
に
は
か
1 '
|
咏
に
如
於
咏
务 

化
は
見
ら
れ
な
い
。
又
、
経
済
学
上
の
立
場
は
客
観
：̂
に
は
い
わ
ゆ
る「
労
農 

派」

の
線
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
分
析
手
法
も
^.
時
の 

学
界
の
永
準
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
現
実
分
析
か
ら
価
値
判
断
を
排
除
す 

る

と

い

う

方

法

上

，
の

要

求

(

申
す
迄
も
な
い
が
、
.

「

価
値
判
断
の
排
除」

と
は
、
現 

実
に
対
し
て
何
ら
の
価
値
判
断
す
ら
持
か
^'
か
い
こ
と
や
、
学
問
研
究
と
価
値
判
断 

と
は
無
関
係
だ
な
ど
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
！)

を
略
々
充
た
し
て
い
る
が
、

著 

者
は
峻
烈
な
ド
ィ
ッ
方
法
論
よ
り
は
、
む
し
ろ
ョ
リ
包
摂
的
な
ィ
ギ
リ
ス
経
済 

学
の
子
で
あ
っ
た
.の
で
は
な
い
か
と
.筆
者
は
考
え
る
。
 

,

‘

㈢

著
者
，の
学
者
又
は
思
想
家
と
し
て
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
次
の
.如
き
研 

究
が
あ
る
。
興
味
あ
る
方
は
参
照
を
乞
う
。
長
幸
男
.

「

矢
内
原
忠
雄
の
学
問
と 

思
想」

(「

思
想」

T

九
六
-:
年
三
月
号)

、
藤

田

若

雄「

矢
内
原
忠
雄
先
生
略
歴」 

(

東
大
経
友
ク
ラ
ブ「

経
友」

第
一
a

•
一
 1

1

合
併
号)

、
丸
山
真
男

「

忠

誠

と
叛 

逆」
.

.

(「

近
代
■日
本
思
想
史
講
座」

.：第
六
巻
所
収
.

V

筑
摩
書
房
刊)

.、
加
藤
周
一「

戦 

争
と
知
識
-<：r 

’ 

(

同
講
座
第g

p

所
怒
；、

藤
田
省
三
：

「

大
疋
デ
モ
ク
ラ
シ
I
精 

祌9

 

.一
 

侧
面」

C

講
座
"

「

現
代
倫
理」

第
.

一

.一
卷
、
:-
筑
摩
書
房
.刊)

、，'

「

日
本
に
お 

け
る
危
機
の
特
性」

：卩
你
内
好
：.
右

：母

田

正

：
.
,鶴

見

俊

輔..
中

村

光

夫

‘
丸

山

真

男
の
-#
同
滸
議
乂
同
講
座
、
一
第一

1 

'巻
末
尾)

ノ
思
想
の
科
学
研
究
会
編
、

共
同

•. 

. 

.
.
.

七

九

£

六
五)



研

究

転

向」

"C

平
凡
把
刊)「

(

中)

、
' 所
収
諸
論
文
V
:就
中
第
七
缻
，
横
山
貞
子 

「

キ
リ
ス
，ト
#
©.
:
入

び-i
i
，家
永
三
郎
、「

軟
#
下
0'
傲

人

證

^

「

思
想
；1
.
1九 

.六
四
年「
片
号)

が

ど

。

国

家'.
.
民

族

そ

め

他

諸

々
の
価
値
を
.サ
.た
：び
趙
絶
' ‘
 

否
矩
す
る
M

を
内
面
的
深
化
H
ル

タ

べ

ィ

ァ

ヒ<}
:
'つ
'で
把
撞
_す
を
事
に
.ょ
つ 

て

、
現

実

批

判

吖

礎

石

を

見

出

し

.
た

特

異

の
学

者

，
思

想

家

と

し

て

め

著

者

が

そ

.

A

Q

:
 

(

ニ 

I

)

こ
•
'で
思
想
史
的
に
.間
題
に
さ
れ
て
い
る
。
.だ
从
戦
後
の
'こ

の

.様

な

研

究

状

況

を 

あ
る
親
切
な
経
済
学
者
が
箸
者
に
.伝
え
て
感
想
.を
求
.め
だ
時
、.
.
.
著
者
は
ー
ー
ー
ー
予
に
. 

「

そ
う
.い
う
匕
と
に
ば
興
味
は
：な
い
'

」

と
.答
え
た
と
い
'う
。
問
題
，は
自

己
の
問
題 

で
あ
り
> 

M本
の
現
在
：及
び
.将
来
以
外
の
：何
も
の
で
も
な
か
？
た
の
で
あ
る
。

.
 

(

岩

馨

店

刊.，
四

六

判‘
第1

卷
丨
第
五
巻
，
各
八
〇
〇
円)

新刊紹介,

-

.

.

.

.■

.

■■
:

■.
■-■:
-

川

田

'.
.侃
著
- 

H
帝
国
主
義
と
権
力
政
治』

こ
の
本
は
川
田
侃
^
'

ハ

力

^

'̂

m
授)

が
、
 

昭

和一

一
六
、.七
年
頃
ょ
り
発
表
さ
れ
た
、
帝
国
主
義 

と
権
カ
政
治
に
関
す
る
論
文
.を
ま
;-
^
め
7:
.—
»
書
と
.さ 

れ
た
も
の
.で
あ
る
。
.第
一
章
.
.権

力

政

治

の

，
構

造
と 

動

態

、.第

二

章

ィ

ギ

リ

ス

.
に

お

け

る

反

植

民

主

義 

の
系
譜
と
そ
の
展
開
ほ

い
わ
ば
‘帝
国
主
義
.の
理
論
.
 

で
あ
ヴ
、
第

三

章

，.ニ
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ナ
メ」 

リ
ヵ
.の
世
界
政
策
、
第
四
章
：
両
大
戦
間
期
の
：：列
強 

の
通
商
政
策
と
通
商
角
！

T

ば
'川

：
田
：
氏

，
：
の
.
近

代

帝

国
 

主

義

に

関

サ'る
：解

釈

に.ょ
.る

事

，
例

研

究

で

'あ

る

：

V

 
.

帝

国

主

義

め'動

因
.を
：

「

国

家

：の

無

目

的

な

拡

張

傾

.
 

向
1-
:
:と
規
定
ず
る
シ
ュ
：ム
ベ
ー
タ
ー
的
な
取
'り
扱
：い
：
 

方
で
は
、
.•

と
く
に
近
代
帝
国
主
義
現
象
：を
.説
明
す
る
.
 

こ
と
は
で
.き
な
い
。.

#

国
主
義
と
資
本
主
義
を
結
び
 ヾ

つ
げ
て
、
資
本
主
義
の
最
高
-の
，す
な
わ
ち
最
後
め
®
.
 

階
於
帝
国
主
義
で
.あ
り
''
.
.帝
国
主
義
段
階
に
.あ
る
諸
，
 

国
は
帝
国
主
義
政
策
以
外
© .

政
策
を
と
る
こ
と
が
で

へ

新

.

刊

紹

介

'.

き

な

い̂

す
石
。
し
た.

が
っ
て
資
本
主
義
国
で
な
い
： 

ソ
連
が
帝
国
主
義
的
政
策
を
；

る
こ
と
は
ナ
ン
セ

-

ン
， 

ス
で
あ
り
*
ア
メ
リ
力
.

が
非
帝
国
主
義
的
政
策
を
と 

る
こ
と
も
論
理
的
に
不
可
能
"

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な' 

帝
国
主
義
の
解
釈
が
レ
ー
ニ
ン
の
帝
国
主
義
論
で
あ
. 

り
、
日
本
の
オ
I

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
す
ル
ク
ス
主
義
学 

者
の
解
釈
で
も
あ
ろ
う
。
川
田
氏
が
こ
の
本
の
中
で 

と
り
あ
げ
て
.

お
ら
れ
る
、
J

，A

，
ホ

ブ

ソ

ン

'
に

し

て 

も
レ
ナ
ー
ド
•
ゥ
ル
フ
.に
し
て
も
，
彼
ら
の
帝
国
主
義 

論
'

が
評
価
さ
れ
る
の
は
、
い
つ
.

の
時
代
、
ど
こ
の
国 

に
も
適
用
さ
れ
る
シ
ュ
ム
ベ—

タ
ー
的
規
定
を
排
し 

て
、特

殊

.
近
代
帝
国
主
義
の
動
因
を
経
済
面
に
も
と 

め
、
結
局
は
金
融
資
本
家
の
利
潤
追
求
欲
を
摘
出
し
：
 

た
と
こ
'

ろ

に

，
あ

る

。
-
;
.
こ

れ

に

対

し

て

.
、

川

田

氏

は

'
国 

際
関
係
論
を
.

専
攻
：さ
れ
て
Mり
，

帝
国
主
義
と
い
う 

国
際
的
現
象
を
、
た
ん
に
経
済
ば
.

か
り
で
な
く
、
■政 

治
的
ま
上
精
神
的
側
面
を
も
含
，め
て
綜
合
的
に
取
ヴ 

扱
う
。
そ
の
た
め
シ
ユ
A

.

ぺ
丨
タ
ー
の
蒂
国
主
_

_

に
対
し
て
も
相
当
の
評
価
を
与
.

え
.

る
.

：£

と
に
'
,な
る
.
。
'
.
.
.

:

.

.今
日
.

の
；複
雑
な
.

国
際
関
係
を
取
り
扱
う
，の
■に
綜
合 

的
ア
ブ
P

丨
チ
が̂
.

効
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
.

い
と
.：

し
て
も
、I

学
間
の
分
業
化
の
傾
向
と
ど
こ
：で
調
和
さ
.：
 

せ
る
か.

が
間
題
で.

あ
ろ
う.

。
.

ホ
.

ブ

ソX

の
経
済
学
は

過
少
消
費
論
で
あ
々
、
.不
況
時
の
資
本
お
よ
び
労
働 

の
過
少
使
用(

不
完
全
利
用)

.
を
認
め
る
点
で
、
反 

古
典
派
的
で
あ
り
、
逆
に
ケ
イ
ン
ズ
か
ら
評
価
さ
れ 

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
じ
ホ
ブ
ゾ
ン
の
経
済
学 

で
は
自
発
的
貯
蓄
と
自
発
的
投
資
と
の
間
.に
不
均
衡 

は
存
在
せ
ず
、そ
の
点
で
は
古
典
派
と
同
じ
く
、
ま
た 

.マ
ル
ク
ス
の「

資
本
論」

と
も
親
を
に
す
る
。
し
た 

が
っ
て
ホ
ブ
ソ
ン
で
は
過
少
消
費=

過
剰
貯
蓄
H
.過 

剰
投
資
が
過
剰
生
産
を
生
み
、
：一:.

方
で
は
海
外
に
捌 

.け
ロ
を
求
め
よ
ぅ
と
す
る
帝
国
主
義
論
に
連
な
り
、
 

他
方
で
は
そ
の
解
決
策
と
し
て
消
費
を
増
大
さ
せ
る 

た
め
に
所
得
の
再
分
配
を
と
，き
、
彼
を
.し
て
フ
エ
■ビ 

ア
'ン
'的
改
良
主
義
.に
向
わ
せ
る
こ
と
'に
.な
る
。
ケ
イ 

:

ソ
ズ
の
場
^T

に
は
過
少
消
費
.

=

過
剰
貯
蓄
は
ホ
ブ
ソ 

.ン
と
逆
に
過
少
投
資
を
生
み
，
不
完
を
犀
用
と
な 

る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
解
決
策
と
し
て
は
所
得
の
再 

分
配
も
有
効
で
あ
る
が
，
.よ

り

直

接

的

に

.
は

投

資

の 

増
大
、
.す
な
わ
ち
大
規
模
な
政
府
投
資
が
あ
げ
ら
れ 

る
。
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
党
の
ブ
レ
イ
ゾ 

> 
つ 

ま
”
フH

ビ
ア
ン
の
連
中
で
も
、

V

政
府
投
資
が
不
況 

対
策
と
し
て
有
効
に
作
用
す
る
と
い
ぅ
.メ
カ
ニ
ズ
ム 

は
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
容
し
て
い
る
の
で
ば
な
い 

だ
み
を
か
。
そ
こ
で
問
題
は
、

M
:

体
今
日
の
政
府
が

.
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